
Q子：博士！見てください！庭にキノコが生えていますよ！形も色もシイタケに似ているし、

きっと食べられますよね！

博士：まてまて、Q子。自然に生えているキノコには、毒キノコもあるから、「きっと、食べられるキノコ

だろう」という考え方は、禁物じゃ！

Ｑ子：え～。いつも食べている“シイタケ”にとっても似ているんだけどな・・・
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食卓の安全・安心ニュース

毒キノコによる食中毒が発生しています！
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岐阜県で起こった毒キノコによる食中毒

ツキヨタケ （岐阜県において、平成24年から令和5年10月末現在までに5件発生） 間違えやすい食用キノコ

以下、岐阜県で発生した一事例

経緯
県内の山林で採取したキノコを、自宅で
焼いて食べたところ、嘔吐の症状を呈した。

原因
キノコを採取した者は、シイタケと誤って
ツキヨタケを採取していた。

厚生労働省ＨPから転載
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博士：下に示したキノコは、「ツキヨタケ」という毒キノコじゃ。ツキヨタケによる食中毒は、今年10月に岐阜県でも発生してお

るんじゃ。見た目や色が、ヒラタケやシイタケに似ていて、一見食べることができそうじゃが、食べると嘔吐、下痢、腹痛

等の症状が現れるんじゃ。

Ｑ子：とても似ていますね・・・自分だったら、間違えそうです。

博士：経験豊富な人でさえ、食べられるキノコと毒キノコを間違えることがあるほどじゃ。少しでも不安が残る場合は、絶対に

採取したり、食べたりしてはならんぞ！

Q子：分かりました！

博士：右下のグラフは、令和元年から

令和4年までに全国で発生した

毒キノコによる食中毒の発生件

数を月別に表したものじゃ。

Q子：秋に多いんですね！

博士：岐阜県でも、今年に入って1件、

令和2年に3件の事件が起こって

おる。すべて「ツキヨタケ」が原因の

事件じゃ。全国的にも、毒キノコ

による食中毒の中で、ツキヨタケが

原因の事件が最も多くなっておる

んじゃ。

参考：厚生労働省ホームページ
毒キノコによる食中毒の発生状況（全国）

参考：岐阜県公式ホームページ

8月から11月にかけて
毒キノコによる食中毒が
多く発生しています。



食卓の安全・安心ニュースで知りたいテーマがありましたら、メールかFacebookでお寄せください。
生活衛生課メール：c11222@pref.gifu.lg.jp Facebookページ「岐阜県食品安全推進室」

最後までお読みいただきありがとうございました。

食品の安全・安心シンポジウムのお知らせ
博士：毎年、岐阜県では食品の安全・安心シンポジウムを開催しておるぞ。今年は輸入食品について、名古屋検疫所や

岐阜県保健環境研究所の方から話が聞けるんじゃ。専門家の先生方に質問ができる貴重なチャンスじゃぞ～！

輸入食品の安全性に
漠然とした不安はありませんか？

◆日時：令和５年11月15日（水）13：30～16：00（受付開始 13時から）

◆場所：岐阜県庁 1階ミナモホール（岐阜市薮田南2-1-1）

◆申込方法：①郵送またはＦＡＸ(岐阜県ホームページに掲載されている所定の様式を使用）

②電子申請

◆申込期限：令和５年11月8日（水）

◆申込先：岐阜県健康福祉部生活衛生課食品安全推進室

〒500－8570（住所記載不要）

ＦＡＸ：058－278－2627             ＴＥＬ：058－272－8284

E-mail：c11222＠pref.gifu.lg.jp

※参加証の発行はしませんので、申し込みをされた方は当日会場にお越しください。

※定員を超え、参加いただけない場合のみご連絡します。

ZOOMも
視聴できます。
※申込みが必要です。

参加無料

博士：毒キノコによる食中毒を防ぐために、下の合言葉を覚えておこう！

毒キノコによる食中毒を防ぐための合言葉

カエンタケは、岐阜市内でも発見されているよ。見つけても触らないように注意が必要だニャ～。

採らない！ 食べない！ 売らない！ あげない！
博士：安全に食べられるかどうかが不確かなキノコは、食べないようにすることが大切じゃ！実は、毒キノコによる食中毒の

ほとんどが家庭で起こっていて、人からもらったキノコを食べて食中毒になった事例もある。採ったキノコを人にあげない

ことも大切なんじゃ。

Q子：へぇ～。この合言葉の一番最初にある“採らない”ってありますが、採るのもダメなんですか？

博士：毒キノコの中には、触るだけで危険なものもあるんじゃ。

右下の写真は、“カエンタケ（火炎茸）”といって、特徴的な

形をしておる。「棒状」「手のひら状」などの形があり、色も「オレ

ンジ」「赤」「赤紫」と様々じゃ。

Q子：触ってしまったら、どうなるんですか？

博士：キノコの汁が肌に触れただけで、皮ふがただれ、ボロボロとむけ

てしまうんじゃ。食べてしまうと、死に至る危険もある。万が一、

触ってしまった場合は、石鹸でよく洗ったあと、すぐに病院に行く

んじゃぞ！

触るだけで・・・
・皮ふのただれ
・ボロボロと皮ふの皮がむける

触ってしまったら・・・
・すぐに接触部を石鹸でよく洗う
・その後、すぐ病院へ

←申込方法②(電子申請)
はこちらから

岐阜県 令和5年食品シンポジウム 検索

参考：岐阜県公式ホームページ

カエンタケ
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